
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

Local Use of Bamboo for the Conservation of the
Regional Landscape Surrounding Bamboo Forests

栗田, 融
Faculty of Design, Kyushu University

https://doi.org/10.15017/17128

出版情報：九州大学, 2009, 博士（芸術工学）, 課程博士
バージョン：
権利関係：



 - 59 - 

第６章 地域住民による竹の利用に期待される成果と地域特性および活用母体との

関係 

本章では、1 章で示した主要な研究目的「④地域住民による竹の利用に期待される成果と

地域特性および活用母体との関係を明らかにすること」に対応するため、大分県の全市町村

の人口を指標に地域特性を分類したうえで、アンケート調査結果から地域住民による竹の利

用に期待する成果を把握し、地域特性および活用母体との関係を検討した。この地域住民に

よる竹の利用に期待する成果と地域特性および活用母体との関係の把握は、地域住民による

竹の利用可能性を検討するうえで、7 章での検討の前提条件となるものである。 

 

6̶1 地域特性の分類 

本節では、大分県における地域住民による竹の利用に期待される成果と地域特性との関係

を検討するうえで基となる地域を設定するため、地域特性を分類した。分類にあたっては、

大分県の各種データ 70）を基に、都市計画区域の内外、近年の人口動態、県全体の人口密度と

の高低を比較した。 

大分県の全 18 市町村における都市計画区域内と都市計画区域外の地域を対象に、平成 17

年より平成 20 年まで（都市計画区域の無い九重町と姫島村は国勢調査を基に S.60~H.17 の 5

年毎）の人口増減の状況と、県の人口密度（H.17、1.9 人／ha）との高低の比較を指標として

地域特性を表 6̶1~6－3 に示す如く把握し、表 6̶4 に整理した。 

表 6̶4 から、都市計画区域内では、人口密度が県の値を下回る地域がなかったため、近年

の人口動態が「増加」「増減なし」「減少」の 3 タイプを設定した。都市計画区域外では、近

年の人口動態が「増加」した地域は無く、人口動態が「減少」で人口密度が「県以上」、人

口動態が「増減なし」で人口密度が「県以下」、人口動態が「減少」で人口密度が「県以下」

の 3 タイプを設定した。設定した全 6 タイプを、表 6̶5 に示す如く地域タイプ A.B.C.D.E.F

とし、その分布を図 6̶1 に示した。設定した地域特性の分類によるタイプを、以下「地域タ

イプ」とした。 
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表 6̶1 地域特性の把握 ̶その 1－ 
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表 6̶2 地域特性の把握 ̶その 2－ 
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表 6̶3 地域特性の把握 ̶その 3－ 
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表 6̶4 地域特性の整理 

 

表 6̶5 地域特性の分類 
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図 6̶1 人口を指標とした地域特性からみた地域タイプ 
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6̶2 地域住民による竹の利用に期待される成果の把握 

本節では、アンケート調査の結果から、地域特性に応じた大分県における地域住民による

竹の利用に期待される成果を把握した。 

地域住民による竹の利用に期待される成果を把握するため、県内の小・中学校の教員と市

民活動団体の代表者へのアンケート調査の“設問 7̶問 c ：これから竹を使った取り組みをす

る際に期待する「成果」”について、複数回答を求めた。「設問 7̶問 c」の回答は、15 項目を

選択肢とし、「⑭その他」で記入欄を設けた。回答結果は、6̶1 で設定された地域タイプ毎に

集計し、表 6̶6~6̶7 に示した。ただし、地域タイプ D および地域タイプ E は、小・中学校と

市民活動団体を合わせた回答数がそれぞれ 2 部であったため、解析対象から外している。地

域タイプ D は姫島村、地域タイプ E は由布市の都市計画区域外の地域と、それぞれ 1 地域だ

けであった。 

地域タイプ A の合計は、回答「③地域の環境を知り・考える機会になる」が 3 割と最も多

く、次いで「⑥地域の人材が活用される」が 3 割弱であった。地域タイプ B の合計は、回答

③が 4 割強と最も多く、次いで⑥が 4 割弱であった。地域タイプ C の合計は、回答「②地域

ならではの取り組みだと実感する」が 4 割弱と最も多く、次いで③が 3 割強であった。地域

タイプ F の合計は、回答②と⑥が 4 割弱と最も多く、次いで③が 3 割強であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 66 - 

 

 

表 6̶6 地域タイプ毎の地域住民による竹の利用に期待する成果 ̶その 1－ 
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表 6̶7 地域タイプ毎の地域住民による竹の利用に期待する成果 ̶その 2－ 
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6̶3 地域住民による竹の利用に期待する成果と地域特性および活用母体との関係 

本節では、大分県における地域住民による竹の利用に期待する成果と地域特性および活用

母体との関係について検討した。 

表 6̶6 から、都市計画区域内で人口減少のない地域タイプ A および地域タイプ Bでは、「③

地域の環境を知り・考える機会になる」と「⑥地域の人材が活用される」ことの指摘が多い。

一方、表 6̶7 から、都市計画区域内で人口が減少している地域タイプ C と都市計画区域外で

人口が減少している地域タイプ F では、「③地域の環境を知り・考える機会になる」に加えて、

それ以上に「②地域ならではの取り組みだと実感する」の指摘が多い。そこで、地域特性に

よる竹の利用に期待する成果の特徴を把握するため、都市化傾向にある地域タイプ A および

地域タイプ B と、過疎化傾向にある地域タイプ C および地域タイプ F とに分け、小・中学校

および市民活動団体の回答を統合して集計し、表 6̶8 に示した。都市化傾向の地域と過疎化

傾向の地域は、図 6̶2 に示す如くである。 

都市化傾向にある地域では、「②地域ならではの取り組みだと実感する」よりも「③地域の

環境を知り・考える機会になる」に関心が高く、さらに「⑨地域住民や技術者などと交流が

できる」以上に「⑩交流を通じコミュニケーション力の向上につながる」といった個人の成

果を求めている傾向にある。過疎化傾向にある地域では、「③地域の環境を知り・考える機会

になる」以上に「②地域ならではの取り組みだと実感する」に対する関心が高く、さらに「⑩

交流を通じコミュニケーション力の向上につながる」といった個人の成果よりも「⑨地域住

民や技術者などと交流ができる」を求めている傾向が読み取れる。このことから、都市化お

よび過疎化傾向にある双方の地域に通じる地域の環境を知り・考える機会になることを基調

に、過疎化傾向にある地域の取り組みに、都市化傾向にある地域の人々が参加し、交流を通

じて地域の人材が活用される機会を設けることを目的に竹を利用することが有効であると考

えられる。 

次に、活用母体別の特徴を把握するため、活用母体別に集計し表 6̶9 に示した。小・中学

校および市民活動団体とも、「②地域ならではの取り組みだと実感する」と「③地域の環境を

知り・考える機会になる」に関心が高く、次いで「⑨地域住民や技術者などと交流ができる」

に対する関心も高いことが読み取れる。活用母体別の特徴として、小・中学校では「⑥地域

の人材が活用される」に関心の高いことに対し、市民活動団体では「⑦竹を扱う技術が継承

される」への関心の高いことが挙げられる。また、市民活動団体では全般的に成果を求めて

いる傾向にあるが、その中でも「①大分県らしい取り組みだと実感する」や「④地域景観の
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保全につながる」といった地域を広く捉えた目的や、「⑩交流を通じコミュニケーション力の

向上につながる」や「⑫創造力の向上につながる」といった個人的な成果に対する関心の高

いことが特徴として挙げられる。以上のことから、小・中学校および市民活動団体の双方に

通じる地域らしい取り組みを通し地域を知り・考える機会になることを基調に、小・中学校

を核とした地域の人材を活かす場において、地域を超えた市民活動団体によるサポートで竹

を利用する機会を持つことが有効であると考えられる。 

 

 

 

 

 

表 6̶8 地域住民による竹の利用に期待する成果と地域特性との関係 
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表 6̶9 地域住民による竹の利用に期待する成果と活用母体との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

!"#$%

& ' ( ) * + , - . / 0 1 2 3 4

56789: ;<= > ? ? @ @ A > @ ? @ > @ " " "

56789B <C @ ? A @ @ A @ @ A > @ @ " " "

56789D ;EF > A ? @ @ ? > @ > @ @ @ " " "

56789G =HH @ A A @ @ A > @ ? @ @ > " " "

IJ EFE @ A A @ @ A > @ ? @ @ @ " " "

KLMNOP

& ' ( ) * + , - . / 0 1 2 3 4

56789: QH ? ? A A @ > A @ @ A @ > @ " "

56789B ;= > > A @ A @ A @ > A @ A " " "

56789D E; A A A A A ? A A A A A A > " "

56789G HE @ A A ? A @ > @ @ A @ ? " " "

IJ FF< A A A A > > A @ ? A > A @ " "

R;STUVWXYEZY[\]^_`abcdefgUhi^jklgmndo

RFST#^pqUVjkrpmndo

R=ST#^stUVjkrp^uvwWA=xyz{V?F<|FQyV>Fx|FHyV@;x|;QyV";xy}~imndo

RHST#^jk�t&|4^��UV

���&�v������������deV'56���U^��������de

���(56^��m��"��e��a�eV)56��^��a���eV*�5 5¡��¢�£e

���+56^¤¥�M`¦§eV,]m¨©ª«�¬¦§eV-®¯m¨�°��±^²{a���e

���.56³L´ª«µ�¶�·¸��£eV/·¸m¹º»¼½¾¿ÀÁÂÃÄ^²{a���e

���0�ÅmÆÇÈ�a���eV1ÉÊÄ^²{a���eV2ËÌÍÎÏ��¶m¹ºÐÑÒÓ��ÔÕÖ�

���3�×^Ø\�ÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙÙ�h�V4ÚafgUbc���V�Ûeo

XYEZY[�jk�t

XYEZY[�jk�t



 - 71 - 

 

 

 

 

図 6̶2 2 傾向の地域特性による分類図 
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6̶4 考察結果 

本章では、地域住民による竹の利用に期待する成果と地域特性および活用母体との関係に

ついて、以下の諸点を明らかにした。 

・6̶1 節では、大分県における地域住民による竹の利用に期待する成果と地域との関係を検

討するための基礎となる地域タイプを設定するため、都市計画区域の内外、近年の人口動

態、県全体の人口密度との高低の比較を指標に地域特性を分類した。都市計画区域内で 3

タイプ、都市計画区域外で 3 タイプの全 6 つの地域タイプが設定できた。 

・6̶2 節では、アンケート調査結果を通じて、大分県における地域住民による竹の利用に期

待する成果と地域特性との関係を明らかにした。具体的には、地域住民による竹の利用に

期待する成果の回答結果を地域タイプごとに集計し、地域の環境を知る、地域の人材を活

かす、地域らしい取り組みに対する期待が高いことを把握した。なお、地域タイプにより

その順位が異なる。 

・6̶3 節では、地域住民による竹の利用に期待する成果と地域特性および活用母体との関係

について明らかにした。6̶2 節で明らかとなった地域タイプごとの竹の利用に期待する成

果の共通点と相違点から、都市化傾向の地域と過疎化傾向の地域にさらに分類した。そし

て、地域特性毎と活用母体毎に回答結果を再集計し、それぞれにみられる特徴を把握した。

具体的には、地域住民による竹の利用機会を増やすために有効な取り組み方として、2 つ

の方法を示した。1 つは、地域特性の違いに着目し、地域の環境を知り・考える機会にな

ることを基調に、過疎化傾向にある地域の取り組みに、都市化傾向にある地域の人々が参

加し、交流を通じて地域の人材が活用される機会を設けて竹を利用することである。もう

1 つは、活用母体の違いに着目し、地域らしい取り組みを通し地域を知り・考える機会に

なることを基調に、小・中学校を核とした地域の人材を活かす場において、地域を超えた

市民活動団体によるサポートで竹を利用する機会を持つことである。 

 

 

 

 

 

 

 


